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第３講第３講 リレー講義リレー講義
舗装技術のニーズとシーズ舗装技術のニーズとシーズ

管理の現場から見た舗装技術管理の現場から見た舗装技術

日本道路公団東京管理局

東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ管理事務所

所長 七五三野 茂

はじめはじめにに

館山自動車道舗装の現
況

高機能舗装化（排水性舗
装）

砕石マスチックアスファル
トの利用

ハイブリッド舗装の試行

平坦性の改善

コスト削減

予防的保全
（LCCの低減）

環境保全

快適性の向上

施工・品質管理
の高度化

高速道路路線図高速道路路線図 館山自動車道舗装の現況館山自動車道舗装の現況

セメント安定処理層（Ｔ＝２３ｃｍ）

ＡＳ安定処理層（Ｔ＝１５ｃｍ）

基層（Ｔ＝６．０ｃｍ）

表層（Ｔ＝４．０ｃｍ）

館山自動車道館山自動車道 舗装構成舗装構成
T a=32.0 cm

48.0cm

建設時建設時 骨材粒度＆ｱｽﾌｧﾙﾄ量骨材粒度＆ｱｽﾌｧﾙﾄ量

4.64.327.4AS安定処理

5.14.936.7基層（粗粒ｱｽｺﾝ）

5.26.634.5密粒ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽｺﾝ

5.75.440.5密粒ｱｽｺﾝ

0.075mm2.5mm
AS量(%)

骨材粒度(%)
種類
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わだちぼれわだちぼれ管内データ管内データ
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木更津北～木更津JCT

木更津JCT～木更津南JCT

ｸﾗｯｸ分布図ｸﾗｯｸ分布図

劣化状況劣化状況

ｸﾗｯｸあり
表層 ｸﾗｯｸ無し

表層 ｸﾗｯｸあり
基層 ｸﾗｯｸ無し

基層
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アクアライン橋梁部舗装構成アクアライン橋梁部舗装構成

密粒（T=4cm)

ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ（T=4cm)

8.0cm

トンネル部舗装構成トンネル部舗装構成

半たわみ性舗装(T=4cm)

基層（T=3.5cm)

7.5cm

高機能舗装高機能舗装
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高機能舗装の施工実績高機能舗装の施工実績

高機能舗装の施工実績
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改質Ⅱ型アスファルトを使用した改質Ⅱ型アスファルトを使用した
ローコスト化ローコスト化

山陽自動車道
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透水時間 20％（改質Ⅱ型）

20％（標準）

わだち量 20％（改質Ⅱ型）

20％（標準）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

ふるい目の呼び寸法

通
過
質
量
百
分
率
　

(%
)

合成粒度(20％)

粒度範囲(20％)

合成粒度(17％)

粒度範囲(17％)

75 150 300 600 2.36 4.75 13.2 19.0 26.5
(μm) (mm)

9.5

高機能舗装 空隙20％の粒度範

高機能舗装 空隙17％の粒度範囲

高機能舗装の粒度曲線高機能舗装の粒度曲線
高機能舗装高機能舗装施工結果施工結果

平均値 規格値 転圧回数

到着温度 162 155±10℃

敷均し温度 152 145±10℃

初期転圧 132 140±10℃ 往復5回

２次転圧 - - -

仕上転圧 83 90±10℃ 往復3回

締め固め度（％） 98.7 96%以上

空隙率 20.2 18～22%

透水試験(SEC) 5.03 6秒以内

動的安定度（DS) 3,013 3,000以上

高機能舗装混合物（改質Ⅱ型）

基層の損傷（ポンピング）基層の損傷（ポンピング） 排水機構の違いと排水機構の違いと
はく離進行イメージはく離進行イメージ

雨雨
密粒度舗装 高機能舗装

表 層

基 層

雨雨雨
密粒度舗装 高機能舗装

表 層

基 層
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針
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0

cm
)

表層
基層

基層の防水性（劣化程度・透水係数）基層の防水性（劣化程度・透水係数）

不透水層

基層のマーシャル試験基準値基層のマーシャル試験基準値

96以上96以上現場締固め度

75以上75以上残留安定度

65～8070～85飽和度

3～63～5空隙率 ％

15～4015～40フロー値

6以上6以上安定度 kN

旧基準値現行基準値項目

基層の耐水性改善について基層の耐水性改善について
（切削面の仕上り）（切削面の仕上り）
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標準圧裂強度

残留圧裂強度

残留圧裂強度比

残留圧裂強度による判定例残留圧裂強度による判定例

95％

68％

・付着防止対策方法・付着防止対策方法
・品質確保に向けた・品質確保に向けた
製造ﾌﾛｰ等の工夫製造ﾌﾛｰ等の工夫

・粒径・粒径55～～00㎜の再生㎜の再生
骨材の使用骨材の使用

・再生骨材の混入率・再生骨材の混入率
をなるべく高く設定をなるべく高く設定

劣化した旧ASを多く含み、空隙詰り物質等も混
入している粒径5～0㎜の再生骨材を使用した場
合、再生混合物の品質に悪影響が懸念される

再生骨材の混入率を多くする（混入率50％）ため、
現場発生材のうち、分級した粒径13～5㎜の再生
骨材のみを使用している【粒径5～0㎜不使用】

分級しない粒径13～0㎜の再生骨材を使用した
場合、混入率が30％程度に留められている

再生混合物製造時に、再生加熱ドライヤー内へ
アスファルトモルタルが付着するため、付着防止
対策が必要

配合に関する検討配合に関する検討

高機能舗装のプラント再生工法高機能舗装のプラント再生工法

製造に関する検討製造に関する検討

再
生
プ
ラ
ン
ト
を
改
良

再生骨材
13-5

再生骨材
5-0

3.7 6.0

100 100

100 100

89.4 100

28.9 98.0

16.3 69.7

12.4 39.3

10.4 27.4

6.8 14.0

5.0 8.5

分級後ｸﾗｯｼﾝｸﾞ後

再生骨材
13-0

4.8 4.5

19.0 mm 100 100

    13.2 95.3 100

     9.5 66.3 92.0

     4.75 19.8 51.3

     2.36 15.7 33.1

     0.6 8.9 20.5

     0.3 7.1 16.2

     0.15 5.7 9.3

     0.075 4.6 5.9

項 目

抽出ｱｽﾌｧﾙﾄ量 (%)

通
過
質
量
百
分
率
（

％
）

建設時

［［ 再生骨材の粒度再生骨材の粒度 ］］

東名高速道路東名高速道路 ：： 表層切削材表層切削材

供用後７年経過の高機能舗装供用後７年経過の高機能舗装

配合設計に関する検討配合設計に関する検討
【骨材配合の検討】【骨材配合の検討】



5

30

40 10

64

48

3

2

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

分級前

分級後

骨材配合率（％）

再生骨材 13-0

再生骨材 13-5

再生骨材 5-0

６号砕石

砕砂

石粉

配合設計に関する検討配合設計に関する検討
【骨材配合の検討】【骨材配合の検討】

再生骨材再生骨材55～～00㎜の活用＆混入率を高めることが可能㎜の活用＆混入率を高めることが可能

再生高機能舗装混合物再生高機能舗装混合物

（目標空隙率：２０％）（目標空隙率：２０％）

従来の計量順序

新骨材

ダスト・石粉

新アスファルト

再生用添加剤

排　　出

再生骨材
ﾄﾞﾗｲﾐｷ
ｼﾝｸﾞ

10(sec)

ｳｴｯﾄﾐ
ｷｼﾝｸﾞ
35(sec)

再生骨材に添加剤
が直接触れること
で再生効果を促す

併用する改質剤の
分散性を向上させ
、改質効果を促す

検討した計量順序

再生骨材

新骨材

ダスト・石粉

新アスファルト

排　　出

再生用添加剤
(人力投入)

再生用改質材
(人力投入)

ﾄﾞﾗｲﾐｷ
ｼﾝｸﾞ

25(sec)

ｳｴｯﾄﾐ
ｷｼﾝｸﾞ
35(sec)

再生混合物製造に関する検討再生混合物製造に関する検討
【実機（プラント）における計量順序】【実機（プラント）における計量順序】

再生混合物製造に関する検討再生混合物製造に関する検討
【再生加熱ドライヤーへの付着防止対策】【再生加熱ドライヤーへの付着防止対策】

羽根への付着が少な
い反面、本体への付
着が多くなることや
、再生骨材を均等に
かき上げにくい

羽根に付着物の堆積
が生じる

【スリットなし】

【スリット入り】

スリット入り・スリットなしを交互に配置

砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装

クラック個所の舗装補修内容クラック個所の舗装補修内容
(2(2層施工と層施工と33層施工との比較）層施工との比較）

１０ｃｍ

　　２２ｃｍ

ＡＳ安定（ｔ＝１２ｃｍ）

高機能舗装（ｔ＝４ｃｍ）

ＳＭＡ（ｔ＝６ｃｍ）

高機能舗装（ｔ＝４ｃｍ）

基層（ｔ＝６ｃｍ）

性能確保のポイント性能確保のポイント

① 水密性確保： 空隙率空隙率 = 2= 2--3%3%

施工厚： 1313mmmm粒径粒径 = 4= 4cmcm厚厚

転圧： 高温で高いｴﾈﾙｷﾞｰ必要高温で高いｴﾈﾙｷﾞｰ必要

② 耐流動性確保： DS DS ≥≥ 1,0001,000回回//mmmm

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層、中間層としてのﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層、中間層としてのSMASMA
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砕石ﾏｽﾁｯｸ混合物の粒度分布砕石ﾏｽﾁｯｸ混合物の粒度分布
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砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装品質管理砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装品質管理

164 162
153

133

40

83

40

60

80

100

120

140

160

180

出

荷

温

度

到

着

温

度

敷

き

均

し

温

度

初

期

転

圧

温

度

仕

上

転

圧
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度

開
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度

温
度
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℃

） 初期転圧 5回

仕上転圧 3回

施工の留意点（水密性の確保）施工の留意点（水密性の確保）

(ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層、中間層)

ＪＨ仕様

≠ ＪＨ仕様

砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装コスト削減効果砕石ﾏｽﾁｯｸ舗装コスト削減効果

高機能+ＳＭＡ 4cm+6cm

高機能+基層+ＡＳ安定 4cm+6cm+12cm

0.54

1.00

ハイブリッド舗装ハイブリッド舗装
１次転圧施工中

ﾛｰﾗﾗｯﾌﾟ箇所のブリージング

表層断面図

表面は高機能舗装表面は高機能舗装
と同等のきめ深さと同等のきめ深さ

内部は内部はSMASMAとと

同等の水密性同等の水密性

特殊な舗設機械を使用特殊な舗設機械を使用
せず、１層施工可能せず、１層施工可能

はく離抵抗はく離抵抗

すべり摩擦すべり摩擦

ハイブリッド舗装の概念ハイブリッド舗装の概念

極めて難題極めて難題



7

ハイブリッド混合物の粒度分布ハイブリッド混合物の粒度分布
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図―２ 粒度曲線

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装の配合推奨値と実績ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装の配合推奨値と実績

6.3
66.6
18.8
2.1
5.65
9.4
20

23.4
30.2

実績値

5.8～7.1空隙率（％） （真パ）

64.0～69.5飽和度（％）（真パ）

0.075mm
0.6mm

1.8F/A
20.2以下骨材間隙率（％）

5.8以上アスファルト量（％）

8～11
18～20
25以下2.36mm

304.75mm
ふるい

通過量

（％）

推奨値項 目

※1

※2
※3

　1. 使 用 材 料 の 選 定

　2. 骨 材 配 合 の 設 定

4．混合、締固め

 粘度の設定

　
静的、動的ダレ試験

の実施

3.

START

※4

7.性状確認試験

・機　能　性
・耐　久　性

マーシャル安定度試験
カンタブロ試験

6．

8.配合の決定

 5. マーシャル供試体作製

空隙率、ＶＭＡ、飽和度
の関係から最適アスファ
ルト量を設定

ハイブリッド舗装の配合設計の流れハイブリッド舗装の配合設計の流れ
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装の品質管理ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装の品質管理
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圧
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転

圧
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圧
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温
度

（
℃

）

初期転圧 5回

2次転圧 3回

仕上転圧 3回

ハイブリッドハイブリッド
1.21.2--1.71.7mmmm

高機能舗装高機能舗装
1.91.9mmmm

ＳＭＡＳＭＡ
0.60.6mmmm

表面きめ深さの比較（現場）表面きめ深さの比較（現場）
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ舗装 ｺｽﾄ削減効果ｺｽﾄ削減効果

ハイブリッド舗装 （改質Ⅱ型使用） 4cm

高機能舗装＋ＳＭＡ （改質Ⅱ型使用） 4cm+6cm

0.41

1.00
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快適性の向上快適性の向上

C-BOX前後の段差

直進走行時直進走行時

IRIIRIと乗り心地と乗り心地
○○ 50%50%以上が「良い｣｢とても良い｣と評価以上が「良い｣｢とても良い｣と評価

□□ 50%50%以上が「悪い｣｢とても悪い｣と評価以上が「悪い｣｢とても悪い｣と評価

△△ その他その他

1

2

3

4

5

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00

IRI　(mm/m)

乗
り

心
地

評
価

1.71.7 2.72.7

お客様のお客様の50%50%以上が満足以上が満足
平坦性平坦性((IRI) IRI) ≦≦ 1.71.7

お客様のお客様の50%50%以上が不満以上が不満
平坦性平坦性((IRI)IRI) ＞＞ 2.72.7

良い良い 普通普通 悪い悪い

段差と乗り心地段差と乗り心地
 

凸型凸型

凹型凹型

直段差型直段差型

ジョイントジョイント

進行方向進行方向

同じ段差量でも、段差の形状により同じ段差量でも、段差の形状により
乗り心地に差が生じる傾向が見られる乗り心地に差が生じる傾向が見られる

⇒今後詳細に検討⇒今後詳細に検討
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＊特殊乳剤

基層の耐水性＊基層路上再生

クラック SMA ＊施工・品管の

ハイブリッド 高度化

＊施工機械編成

環境保全 高機能舗装 プラント再生 ＊骨材細分化

（環境舗装） ＊プラント改善

＊京都議定書

快適性向上 平坦性改善
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